
世
界
に
類
を
み
な
い
研
究
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す

「
技
術
・
<
止
業
・
国
際
競
争
力
の
総
合
研
究
」

拠
点
リ
ー
ダ
ー
中
田
喜
文
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授

日
本
企
業
そ
し
て
日
本
経
済
の
国
際
競
争
力
を
再
構
築
す
る
た
め
、

(
↓
Φ
n
=
コ
0
-
0
叟
即
一
コ
コ
0
く
里
一
く
Φ
冨
印
コ
品
Φ
ヨ
Φ
ヨ
/
造
需
)
に
つ
ぃ
て

の
総
合
的
研
究
を
行
い
ま
す
。
文
理
横
断
的
な
学
問
背
景
を
持
つ
多
国
籍

の
研
究
者
集
団
が
、
オ
ー
プ
ン
な
産
官
学
連
携
組
織
で
国
際
比
較
手
法
を

用
い
て
、
そ
の
研
究
を
推
進
す
る
点
が
特
徴
。
①
技
術
講
、
県
新
的

経
営
と
組
織
③
国
際
競
争
力
と
い
う
三
つ
の
研
究
謡
を
設
定
し
、
十

の
個
別
研
究
プ
ロ
、
シ
エ
ク
ト
を
計
血
し
て
い
ま
す
。
①
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
の
ブ
ラ
ウ
ン
教
授
を
り
ー
ダ
ー
と
す
る
「
R
&
D
 
技
術
者
と

知
識
創
造
」
や
「
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
起
業
」
他
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク

②
に
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
デ
ィ
ー
キ
ン
教
授
を
り
ー
ダ
ー
と

、

、す
る
「
経
営
革
新
と
コ
ー
ホ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
や
「
技
術
革
新
と
人

昨
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
事
業
「
創
世
紀
C

O
E
 
(
0
Φ
ヨ
Φ
『
0
-
m
呑
Φ
=
Φ
コ
0
Φ
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
0
 
わ
が
国
の

大
学
に
世
界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
を
学
問
分
野
ご
と
に

形
成
し
、
研
究
水
準
の
向
上
と
世
界
を
り
ー
ド
す
る
創
造
的
な

人
材
育
成
を
計
る
た
め
、
重
点
的
支
援
を
行
い
、
国
際
競
争
力

の
あ
る
個
性
輝
く
大
学
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
今
回
同
志
社
大
学
か
ら
、
「
社
会
科
学
」
分
野
で

「
技
術
・
企
業
・
国
際
競
争
力
の
総
合
研
究
」
、
「
学
際
、
複
合

新
領
域
」
分
野
で
「
一
神
教
の
学
際
的
研
究
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
今
後
五
力
年
で
計
画
を
実
現
し
て
い
き
ま
す

詞

最
も
必
要
と
さ
れ
る
技
術
と
革
新
的
樂
冉

T
 
1
 
M

的
資
泌
b
理
」
等
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
、
 
3
は
、
祠
志
社
大

学
オ
ム
ロ
ン
チ
エ
ア
プ
ロ
フ

エ
ツ
サ
ー
の
コ
ー
ル
教
授
を

リ
ー
ダ
ー
と
す
る
儒
報
通

仏
産
業
の
国
際
競
価
力
」
他

四
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
あ
り
、

相
亙
に
関
連
付
け
な
が
ら
、

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
成
果
は
同
志
社
大
学
と

い
う
一
大
学
の
枠
を
超
え
、

全
国
さ
ら
に
は
世
界
の
大
学

院
博
1
課
程
院
生
に
対
す
る

国
際
オ
ー
プ
ン
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
創
股
へ
還
兀
し
て
い

く
と
と
も
に
、
複
数
の
メ
デ

Z>、
ーア

、

研究、教育計画推進による多様な社会還元
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世
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イ
ア
を
雨
し
な
が
ら
り
ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界
へ
向
け
て
倫
し
て
い
き

ま
す
 
U
六
体
的
に
は
、
「
.
国
際
拠
点
共
同
器
ワ
ー
キ
ン
グ
ヘ
ー
パ
ー

シ
リ
ー
ズ
」
(
乏
0
牙
ヨ
⑳
勺
Φ
で
Φ
「
 
m
Φ
二
Φ
仂
 
0
コ
↓
一
三
の
発
行
や
T
1

M
り
例
に
関
す
る
五
卜
の
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
(
1
/
3
は
楡
刑
モ
デ
ル
)

作
成
と
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
ま
た
教
育
面
に
お
い
て
は
H
米
欧
・
上

際
拠
点
迎
挑
方
式
に
ょ
る
T
1
M
に
特
化
し
た
独
立
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
設
や
川
外
の
大
田
誘
乍
を
架
め
た
T
1
M
に
関
す
る
川
礫
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
股
な
ど
を
順
辺
尖
行
し
て
い
き
ま
す

一
神
教
の
学
際
的
研
究

文
明
の
共
存
と
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
」

拠
点
リ
ー
ダ
ー
森
孝
一
大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
教
授

創
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
釘

文
明
の
共
存
を
め
ざ
す
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
養
成
を
鰔
市
要
課
題
と

し
、
あ
ら
た
に
儿
以
立
し
た
二
柳
歓
襍
仞
究
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

つ
の
沖
教
と
、
そ
れ
を
巾
核
と
す
る
世
界
と
文
吻
に
つ
い
て
の
、
艸
.
f

陦
的
で
ト
ー
タ
ル
な
研
究
を
行
い
ま
す
。

地
釦
何
ナ
田
際
関
係
、
安
个
僻
叉
科
1
史
を
含
ん
だ
1
際
内
で
怠

合
的
な
研
・
北
を
h
い
、
研
究
を
政
策
提
再
に
ま
で
結
ぴ
つ
け
よ
う
と
い
う

芯
欲
を
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
持
っ
て
い
ま
す
。
ル
<
体
的
に
は
小
東
、
ア
メ

り
力
、
 
E
U
、
宋
↓
悧
ア
ジ
ア
の
諸
大
学
・
諸
研
究
機
関
と
艸
術
交
1
話
係

を
構
築
し
、
共
阿
で
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
と
岡
際
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
を

火
施
し
ま
す
ま
た
、
山
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
比
較
一
神
教
研
究
を
英

術
.
ア
ラ
ビ
ア
謂
・
 
H
木
.
附
で
刊
行
し
、
「
世
界
へ
向
け
て
の
研
究
成
巣

の
発
ι
」
を
行
い
ま
す
さ
ら
に
、
「
.
宗
教
聖
職
者
交
流
会
議
」
を
開

催
し
、
.
つ
の
宗
教
の
現
場

で
、
共
辿
に
旧
血
し
て
い
る

徠
題
に
つ
い
て
、
樂
峨
者
問

で
杣
h
則
解
を
深
め
ま
す
。

つ
の
示
教
の
現
場
の
情
縦

を
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
研

^
九
に
^
^
^
と
と
も
に
、
本

の
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
成
米
を

対
を手

宗
教
の
現
場
に
仏
達
し
、
各

明
し

宗
教
に
お
い
て
、
比
松
と
共

文
担

生
の
た
め
の
Π
,
」
響
小
が
進

む
こ
と
が
則
待
さ
れ
ま
す

あ
ら
た
に
、
初
教
研
究

に
つ
い
て
の
川
界
厳
商
水
準

の
ル
術
ウ
エ
ブ
・
サ
イ
ト

(
L
紀
の
複
数
.
晶
)
を
枇

築
し
、
「
研
究
行
剛
の
惰
報
ハ
ブ
」
と
し
て
の
役
割
を
木
セ
ン
タ
ー
が
米

た
す
こ
と
も
め
ざ
し
て
い
ま
す

同
塒
に
、
文
W
対
新
の
川
い
下
と
な
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
四
農
を

行
う
た
め
、
「
チ
ユ
ー
ト
リ
ア
ル
・
エ
デ
ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
オ
ン
サ
イ

ト
.
エ
デ
ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ン
デ
ン
ト
・
エ
デ
ユ
ケ
ー
シ

ヨ
ン
の
つ
の
教
介
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
る
ほ
か
、
神
教
学
処
小
価
究
セ

ン
タ
ー
の
海
外
拠
点
と
し
て
、
太
焼
生
が
川
共
文
化
理
解
の
炎
際
を
絲
験

す
る
た
め
の
拠
凸
小
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
「
川
斐
化
理
解
・
諦
学
研
彦

セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
ま
す

チユートリアル・エデユケーシヨン
少人数の共同研究グループ
CO 研究指導によるガイダンス

アラビア語・ヘプライ距の廠底学習爽霜

オンサイト・エデユケーシヨン
ジアでのフィールドワーク中・アメリカ

異文イ 語学靭修センター(マレーシア)

教育計画展開図

ン丁イペンデント・工丁
体Φ国冊ワークシ大学

大学院生による国霞学会での

ユケーシヨン
ツプ

究発衷


